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マ リ - ク レ - ル ｡ プ レ
｢昼は暗闇 乱ejo覗T eS優艶0孟T+ 且に つ い て
古川和美
杜 じめ に
マ リ = ク レ ー ル ･ プ レ Marie- ClaireBlais は､ 一 九三 九年ケ ベ ッ ク市
生 まれの ､ 外国居住期間の長い ､ 現在も清躍中の作家で ある｡ 六 二 年発表 の
｢昼は暗闇+ は パ リ滞在中に執筆され､ 小説と して は第三作にあ たる｡ 評価
oj分かれる作品で あるが､ 初期作品の特徴がよく表れて い るo 本論で 臥 作
品 の簡単な紹介の後､ 出版当時から最近まで に出版された評を概観する｡ 評
は､ 出版当時の書評を別に すれば､ こ の小説を通 じて の プレ論とそれ以外の
テ ー マ を論 じる評に数的に二分される.
｢昼 辻暗闇+ に つ い て
彼女の作風に つ い て ､ ケ ベ ック文学専門サイト ｢リル L
'壬1e+ 2は ｢独
I
M ade-ClaireB L AIS, Lejo u restn oL
'
r
,
Ro m a n” M o ntre al, Leseditio n sdtLjo町 ,Quebec,1962･
2 L
,
Ile, LeCentrededo ctL m entatio n virtuelstulalittiratu requibic ois e､ ホ
ー ム ペ ー ジ′ヽ
姐p二地 軸 埠 o 85 0人以上のケベ ッ クの作家の年譜と出版日録､ そ して 1
7 0ほ どの出版ファ イル を所蔵する唯 一 のサイ ト｡ ラヴァ ル大学のク レリ ッ ク､ ケ ベ ッ
ク文学研究所 (Creliq, Ce ntre r e cherche enlitt6r atu requ6bic ois e) とモ ントリオ
ー ル大学の
セチ エ ク､ ケ ベ ック研究所 (Cituq, Ce ntred
'itude squibicoises) の資料､ つ まり十万 ペ
ー ジを越す資料にアクセス 可能｡
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自の撤密な文体に ユ ー モ ア と悲劇的雰囲気を織り交 ぜ ､ 幽霊の ような登場人
物達は崩喝して い く現実を共有 して い る+ とまと めて い る ｡ ｢昼披暗闇+ の
作風も こ れ に当て は まる が､ 内容披特に暗く､ プ レ独特 の ユ ー モ ア も見られ
な い o 文は簡潔過ぎる位 で あ るが ､ 詩的で3象徴に富ん で い る｡ 物語は時間
の流れに従うが､ 一 読 しただ けで は登場人物の 区別 や心情把握は難しい4｡
あ らすじに つ い て は ､ 付録に譲る｡
作者イ ン タ ヴ ュ - で 狙上 に上 っ た こ とは ､ 作品 や作家に関する 一 般
的理解を反映して い るが､ ナ シ ョ ナリズ ムが文学に深く影を落として い るケ
ベ ッ ク社会で は ｢昼 は暗闇+ の よう な ｢叙情的+ で ケ ベ ッ クに モ デル が見ら
れない ような作品､ また はケ ベ ッ ク社会を分析して い な い串うな作品はあま
り ｢受け+ が よくな い ようで ある. 出版年の紙上イ ンタ ビ ュ ー 5で は ､ 文学
におい て普遍性を志向して い た プ レに時代性やケ ベ ッ ク独自の 文学の存在を
3Guy ROB ER Tは
``Cinq poとm esfimi min s
”
(dam sLivre s eta ute u n c a n adl
･
e n s(1 962))で ､ ｢詩+
と副題がつ い た ｢聖なる旅人 たち+ よりも ｢昼は暗闇+ の ほうが詩的な面が強い と書い
て い る｡
4 詳鰍こつ いて は､ Gir ardE. L E B LANC, " Th血 e s, stru ctur e etsigmi flC ation dam sLeJo ur est
Noirde M arie-ClaireB lais''
,
th 主sede m aitrise占s arts(enfr an9ais), 19 74. の Introdu ctio n
ginirale を参照.
5Je an0'N EI L
,
"
Qu ele stle m eilleu rle cte u rde Marie-ClaireBlaisr, dan sLa Pre sse,(1 3jan vier
1 962),p.8.
｢誰がマ リ = ク レ ー ル ･ プレの最良の読者?+( 抜粋)
質問者 ｢同年齢や同時代の人 たちの ためにのみ執筆して い るような気が しますか｡+ プ
レ ｢そうだ っ たら私はが っ かりするで しよう ｡ いくつ もの証言で ､ そうで ない とい うの
はは っ きり して います｡ 大変にお年を召 したかたで さえ私の小説を読み ､ 理解 し､ 愛 し
て くださっ てい ます｡ +
質問者 ｢あなたの小説は厳密な意味で の フ ラ ンス 系カナダ文学のうちに入 っ て い る と思
い ますか｡+ プレ ｢ケ ベ ッ クで出版されて い る小貌は思 っ て い る以上 に大変に普遍的で
す｡ 文学を厳密にカナダ吋にする こ とはで きませ ん｡+
質問者 ｢あなたの読者はある程度教育がなければなりませんか｡ 学校の第七学年を終え
て いない ようなお手伝いで も読む こ とがで きますか｡+ プレ ｢ええ､ ええ ｡ 文盲同然の
女の子で すら ｢テ ツ ト ブラ ンシ ュ + の登場人物のうちに自分の 姿を見るので す｡ +
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認めさせ たい 質問者の 方向性が明らかにな っ て い るo 後に披､ こ の 小説が人
工 的だとい う意見に つ い て感想 を求めたイ ンタ ヴ ュ ー 6もあるが ､ 人 工的と
い う表現は､ 批判的な評者が挙げる こ の小説の 欠点である｡ 最近の イ ン タ ヴ
l
ユ ー
7で は ､ 質問者が未読だ っ た の で ､ プレ 披 ｢昼 披暗闇+ を含む数作品凌
説明して い る｡
こ の 作品に作者の 私生活や現実の反映は見られず&､ これ と前後 し
て 出版された他小説と同様に､ 作品内に現実の固有名詞披用 い られず､ 時代
も明確で ない . ナ レ ー シ ョ ン9に つ い て は､ 一 人称と三人称が両方用 い られ､
第四作 ｢エ マ ニ ュ エ ル の 人生 の - 季節+ で の 三人称と 一 人称の 混交使用に 近
い . こ の 小説をケ ベ ッ ク文学の 一 部として考えるならば､ シ ェ ツ ク10が言う
ように､ かつ て 支配的だ っ た 三人称が廃れ ､ 読者との さ らなる直接的な遵絡
を求め つ つ ､ 率直さを表現する 一 人称が圧倒的になりゆく六○ 年代 の文学上
の変化が ｢昼は暗闇+ で は見られるとい えるかも しれ ない ｡
6 Marl
.
e- CZaireBlais;Zefe uda m sle ce nde. D ir. Clande Godbo ut. Prod･ M ar ciaCo色elle･ Series :
pr ofessio n :icriv ain . Pris m a, 19 82.(1 6m m;c olo ur;27in.)プレは作品中の登場人物の振舞い
は ｢ありえる+ と答えて い る｡
7 Am e M olin VASSE U R
,
u
EntretienMarie-ClaireBlaispar Am e Molin Vasse ur
''
,dam sArc ade
47(19 99),p.83プ レ ｢こ れらはどちらかと言えば叙情的な著作で す. ｢昼は暗闇+ は､ 初
期作品で描い た子 ども時代よりも､ 青春期の始まりでも っ と深刻にな っ て しまう､ 若者
同士の恋愛の諸問題を特に扱っ て い ます｡+
8 ｢聖なる旅人たち Les v oyageu rs sa cres+( 一 九六二年) や ｢パリ的関係 un e)iaiso n
pa risie n n e+ 卜 九七六年) で はプレの滞在したヨ
ー ロ ッ パ やパリの地名や人々が出て く
るが､ この小説にはそれはない ｡
9 プロ ロ … グが三人称 ･ イタリ ックであるのに対し､ 一 部と二 部はヤ ンス の 一 人称が主
で ､ 二 部の最後に ジ ョ ズエ の 一 人称がある . 三部は三人称､ 四部は主にヤンス の
一 人称
で ､ それからジョ ズ エ の ､ 次い で ジ ェ シ ー の 一 人称､ そ して つ い には三 人称に変わる.
五部は三人称､ ｢帰還+ はジ ョ ズ エ の 一 人称から､ 三人称に移る｡ エ ピロ ー グは､ イタ
リ ック体で の会話のみで構成される ｡
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出版直後 の読後感 と批評
出版直後 の 反響には不評が多い が､ それ らと好意的な評 の着眼点は
共通 して い る ｡ 否定論は前作に比 べ マ ンネリズ ムで 悪くな っ たと判断するの
た対し､ 肯定論娃もう少 し成熟すればより良くなると予想する｡ 肯定派 臥
内容の暗さは現代の 小説だからで あり､ 文体の奇妙さは技巧的だからで あり､
登場人物が似通 っ て い て 区別 しにくく､ 愛の 不可能と死 の 必至 が繰り返され
るの は､ 象徴が豊かで話が神話的だからと考える｡ 以下 ､ こ れ ら双方の評を
引用したい ｡
我 らの 時代 Notre te mps (一 九六 二 年二 月二 四 日付)､ ジ ュ リ ア ･
リシ ア ー ル Julia Richa rd の書評から
余りにもわざとらしい の で ､ 作文 の 授業で誉めら
れるような生徒 の書い た小説に似た小説｡ 興味がそ こ こ こ で
わくに して も､ 読者は エ ペ - ジ目か ら漠然とした退屈を強く
感じるしかな い . (中略) 今 こ そ彼女 (マ リ - ク レ ー ル ･ プ
レの こ と､ 引用者注) は零から再出発すべ きだろう｡ それ で
彼女を数年そ っ としておい て あげたらどうだろう!
一 九六 二 年二 月十日付 ラ ･ プ レス La Pr e s s eの 書評 (ジル ･ マ ル コ
ツ ト Gilles Mar c otte) か ら
私 が不安なの は､ (中略) マ リ - ク レ ー ル ･ プ レが
10Be n- Z･ SE E K
,
Fre n ch- Ca n adL
･
a n a ndQu ebe cois n o v els, O dordU miv erityPr ess, 199l, p.4 5.
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最初 の 小説からほとん ど成長して い な い こ とで あ る｡ (中
略) こ の マ ンネリズ ム は ｢昼 は暗闇+ で も見られ るc ( -)
登場人物が必要無 い ほ ど奇妙な名前をして い る . (中略)
(二)都会､ 田舎､ 海は､ 象徴に よ っ て わかるの み の どこ に
で も当て はまる抽象で あ る｡ そ して ､ 文体､ (中略) な ぜ飾
ろうと ､ 文章を膨らませ ようと､ 奇想天外な物語 の偽りの雰
囲気を与えようと､ 最も単純な言葉さえ神託 の よう に しよう
と､ あの ように 一 生懸命な の だろうかo ｢昼 は暗闇+ の い く
つ か の パ ラグラ フ ､ い く つ かの会話の断片吐､ それで ､ /i)し
ばかり可笑 しくな っ て い る ｡ (中略)
これ は本当に で き の 悪 い 文学作品で ､ マ リ - ク レ
ー ル ･ プ レは､ 才能が無い わけで はない にもかかわ らず､ し
て はい けない と こ ろまで そうい う こ とにの め り込んで い る ｡
こ の 不幸の積 み重 ねは悪夢に似て ､ こ れ こ そが マ
リ - ク レ ー ル ｡ プレの 書きたか っ たこ とで ある｡ ス ト ー リ ー
は暗く混乱し､ 手荒に登場人物が変わるの で ､ 区別が つ かな
くなる｡ そ して ､ 登場人物達は本当の存在理由の よう に思わ
れ る同じ不幸のうちに まじり合う｡ (中略)｢昼は暗闇+ で読
者が吸うの は世界の終末の空気で あり､ その 世界で はあらゆ
る物が崩壊し､ 最後の希望と生きる理由が､ 嘆かわ しくも必
ず､ 一 つ 一 つ 消えて ゆく.
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一 般的に 陽気とは い えな い フ ラ ン ス 系 カナダ文学
にお い て も､ 今 だか つ て こ れ ほ どまで に暗い作品が善かれた
こ とはなか っ た と思う｡ おそ らく執筆するには勇気がだ い ぶ
要 っ たで あろう｡ しか し､ それ で成功するには勇気以上 の も
の が必要で あ っ ただろうo マ リ - ク レ ー ル ･ プレ は自らの生
み出す恐ろ しい 夢想を抑える こ とがで きなか っ た ｡ 閃光が物
語を時折照らしだすが､ 物語は全般的にぎこ ちなく､ 不 明確
で ､ 少 し幼稚で あ る ｡ ｢昼 は暗闇+ は､ その 主題が呼び覚ま
す､ 偉大 なもの ､ 恐 ろ しい 小説の 下書きで ある｡
ル ･ ヌ ー ボ ー ･ ジ ュ ル ナル Le No uv e a uJo u r n al( 一 九六 二 年三月
三 日付)､ ジャ ン ･ バ レ Je a nPar6 の 書評からo
こ の 小説には他文学を悩ませ たテ ー マ の い く つ か
が見られるが､ 卓越した技術も内容もない の に ､ そう い うテ
ー マ を暗記して い て ､ なる べ く早く未知 の こ とに つ い て 語れ
るように既知の こ と につ い て す(.t にい ろい ろ と考えをめ(tlら
す人 によ っ て 善かれ て い る ようだ ｡ その 結果､ こ の プ レ ハ ブ
作品は､ こ れ に先立 つ 作品よりも､ 見え透い て い る割りに支
離滅裂で あ る｡ こ の 本は ､ (中略) 全く厚 み が無く､ 現実と
の接点が無く､ kJ想や象徴とも全く関係が無い . そ して ､ そ
の ｢暗さ+ は深遠さからというよりも世界に亡霊を出現させ
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て しまうような怠慢の せ い とい え る ｡
難解さ を認 めて ､ 錬金術を考え ､ 詩だと言うもの
がい る ｡ 違う !
.
詩とは意識で あるo 心理学と社会学の時代に､
文学披､ それ以外の価値が無い場合に ､ しば しば ｢暗示的+
で ｢示唆的+ で ｢不安を抱かせ る+ の だ . (中略)｢昼披暗闇+
の 登場人物達は､ (中略) こ の幽霊たち皆､ ほか の何者にも
似て い ない の に､ お互い に似通 っ て い る ｡
ユ ダヤサ ー クル会報 の書評は ｢こ の 本の 文体は奇を街 っ て い る ｡ 韻
文と散文の間にあ っ て 定ま らず､ そ れゆえ､ うろたえた読者をい らだたさ せ
る
'
｡ + と プレの文章作法を批判し､ 一 九六 二 年度の文学年鑑 ｢カナダの作家
と本 Liv re s et a ute u r s c an adie n s+ にお い て ､ ア ン ドレ ･ ル ノ ー Andr6 Re n a udも ､
解説 の 最後に､ ｢も し､ も っ と 一 貫性をも っ て登場人物を描写 し､ 筋立て を
も っ と飾り立てずに ､ 寂 しい 肉体 しか持 っ て い な い 登場人物に魂を与えれば､
作者は物語をも っ と魅力的に で きただろう に+ と作品全体に対し否定的で あ
る｡ また ､ 全体 と して は好意的な判断を下して い る ジ ャ ッ ク ･ タ ル デ イ フ
Ja cqu e sTa rdif の評
11
で も､ ｢ (読者は､ 引用者注)状況を見ぬき､ 心理的
展開を考え､ 突然の飛躍につ い て いく｡ 私たちは結局落ち着けず､ 不満足に
なる｡ 登場人物たちは私たちの理解しようとする試みを避ける｡ 彼らは現実
を越えた避難所 へ の 通路を開きたくない の だ｡ 彼 らの 宇宙は こ の ように密閉
llTA R DIF
,
Jacqu es, ((Ro m an ciers c an adierLS一 任 an9ais LeJotLr eStn Oirde M arie-ClaireBlais)),
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されて い る の で ､ 読者辻彼らの う ちに自分の姿をなかなか認められない+ と､
読む 困難を訴えて い る｡ こ の 小説の広告の ような書評を書 い て い るス ザ ン
ヌ ･ ブル エ ン 12も ｢小説が果物なら､ これ は季節が早 い にもか かわ らず､ も
う味が良い ｡ 作柄は良い で あろう｡ あ とほんの 少 しの 日光､ 雨 で - + と評を
締めくく っ て い る ｡
好意的な書評
ジャ ン ･ ア ム ラ ン Je a nfla m elin の 文芸批評(ル ･ ドゥ ヴオ ワ - ル Le
De v oir 一 九六二 年二 月十七日付) から
い つ も私 の気に入 るわ けで はな い こ とが､ それ で も
私 を魅了する. とい うの は ､ 私 たちは､ マ リ - ク レ ー ル ･ プ
レの作品 を読む こ とで ､ ほ とん どはか り知れな い独特の才能
の前に間違 い なく い る こ とになるか らで あ る｡ こ の若 い 小説
家臥 彼女しか鍵を持 っ て い ない 彼女 一 人の 妄想の世界から
まだ出て きて い な い o しか し､ (中略) マ リ - ク レ ー ル ･ プ
レが私 た ち皆を驚かす作品を世に出さなか っ た ら驚きで ある｡
とい うの は､ 彼女の 内には今はわずかに表面に現れて しかい
ない 未知の力が眠 っ て い るからで ある｡ それ その もの が､ は
つ きり しな い 夢か ら本当の生 に移る日には､ 眠 っ て い る こ の
詩情全体が､ ま だ確実で なさ過ぎるが､ そ の ときにはな にか
dam sLeQu a rtie rLatin(6 m ars1 962), p.5.
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とても美 しい も の を生 み出す こ とがで きるで あろう｡
ジャ ッ ク ･ タルデイ フ Ja cqtl eS Ta rdif の書評か ら
要す るに ､ 読む の すら難しい ､ 難解な小説で ､ 読者
に常に努力を求め るo (中略)私たちは､ 一 見暗く絶望的な
こ の 小説がい かに読者に忍耐と根気を要求して い るかを示 し
て きた. しか しこ つ こ つ と読解 して い くの披困難で あるけれ
ども､ 大変にや りが い の あ る こ とで ある｡ 非物質的な人間の
お かげで ､ 私 たちは自分自身を離れ､ (中略)自分達 の あり
の まま の姿を意識する ､ よりす(･ れた世界に達するこ とがで
きる｡
｢現在 Mainte n ant+ 一 九六 二 年五月五 日付､ 書評 (筆者 H . D .)
マ リ - ク レ ー ル ･ プレ 披晴海と した小説と唆昧模
糊と した詩を届けてくれる｡ 少 しばか り現代音楽や現代絵画
の ように楽しまねばならな い ｡ つ まり ､ 輪郭を求めず､ 雰囲
気に浸るの で ある｡
｢昼 は暗闇+ は ､ 明快な考え､ 直裁的な言葉､ 単
純な歓びを好む人には､ 難解で病的に思 えるだろう｡ か つ て
から
12 B LOU rN, Su za nn e, 《lejotFeStn Oir 》, dam sLe c a rabin(le22 i;ivrier1 962),p･11･
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こ の 作品の ような無言の叫びは少しも容赦されなか っ た ｡ し
か し､ そうい う とこ ろが今良い の だ｡ それ が忘れられな い の
だ ｡ 私 た ち自身で は ない に して も ､ 私 たちの年若 の女の友だ
ちを説明してくれる｡ ある い は､ い ずれ にせ よ､ 時々話題に
上る女 の子 た ちを｡ (中略) 死は日常の現実で あ り､.(中略)
人間同士 の や り取りで は必要不可欠 のも の であ る｡ (中略)
小説以上に詩｡ 無能による冗長だろうか｡ しか し､
多く の 技巧 が見られる こ とに注意｡ こ こ で は､ 望む だ けの効
果が生 み出され て い る｡ 私 たちの気の良い ブル ジ ョ ワ は こ の
本につ い て なん と言うだろう ｡ まず人々は こ ん な風 に考えな
い し､ こ んな風で はな い ｡ そ して多分､ それは正 しい ｡ しか
し､ こ ん な風に夢見な い だろうか｡ 詩的感興 の最高潮に こ の
ように脱線する こ とはな い だろう か｡
こ れ ら の 書評によ っ て ､ ｢昼は暗闇+ を扱 っ た作家論 ･ 作品論双方に､
ある方向性がすで に表れ て い る ともい える だろう . 作家論につ い て 披､ そ の
暗い 世界観を強調する方向に､ 作品論に つ い て は ､ 物語 ･ 登場人物を考察す
る隙､ 作者や具体的現実 ･ 文学作品との接点を探すより､ 何 らかの象徴や集
団的無意識の ようなもの に手 がかり を求める方向に向か っ て い る ｡
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プ レ作品と して の ｢昼 披暗闇+ 罪
プレ の 作品 の 一 つ と して の ｢昼は暗闇+ 論を､ プ レの作品 の み を扱
っ た三 冊 の 本 (テ レ ー ズ ･ フ ァ ビ ｢マ リ - ク レ ー ル ･ プ レ+ 13(七 三年) ､
l
フ ラ ン ソ ワ 4 ロ ー ラ ン ｢マ リ - ク レ ー ル ｡ プレの 小説作品+ 1ヰ(八五年) ､
メ ア リ ･ ジャ ン ･ グリ ー ン ｢マ リ - ク レ ー ル ･ プレ+ 15(九五年) )とプ レ
に おけ る疎外の問題を扱っ た - 小論 ｢マ リ - ク レ ー ル t プレ にお ける疎外 の
テ ー マ+
16におい て 考察するo 前者は入門書の色合 い が濃く､ プ レ作品を読
解する手がかりを与える｡ こ の ような目的の ため､ 作品間に共通する特徴 に
お い て作品を論じる｡ 後者は六六年の プレのメ デイ シス 賞受賞を背景に ､ プ
レ作品における､ 疎外とい う世界に通 じる主題を示そう とす る｡ こ の 論は､
作家の 生活に興味を示しつ つ も ､ 資料の 不足 から､ テ キス トの み の分析で あ
る｡
フ ァ ビは､ 単産 ｢昼 は暗闇 ､ ま たは類似 した生 き方+ にも表れ て
い る よう に､ 全登場人物が ｢命その もの が彼らの脆さ の原 因で あるの に､ 生
者の世界に誤 っ て属 して しま っ て い る永遠に不幸な人 々 の 種族+ (p.6 9)
で あ ると読解する｡ そ して ､ 各登場人物に焦点を当て つ つ ､ 他の プレ作品の
登場人物との関連を示唆し ､ プレの 暗く､ 社会に適応で きな い 人々 の世界を
描出する｡
13 Th 6r主seF A BI, Ma rie - C]aL
･
r eBlais･ Sa vL
.
e, S O n 助V re,la critique･ Ess ai･ Mo ntreal, Ed･ Age n ce
d'Ar cb c.
,
1973.
14Fran90is LAUR E NT,L
'
L m L V r e r o m a n e squ edeMa rie- C]aireB]ais･ c olle ctio n appro ches･
Mo ntre al, Fides,1985.
15MaryJe anGR E E N, Ma n
.
e- ClaireBlais ,Tw ayn ePtlblishers, Ne wYork,1 99 5･
16Ja cqu esIA ･ L A M ARCH E,
比
La them atiqtledel
'
aliin ation che zM arie-Clair eBlais
”
,
dam sCite
libreOuillet- a o6t)19 66. p.27-3 2.
- 83-
ロ ー ラ ン も ､ ｢漂泊者+ と鹿された章で ｢あ らゆる登場人物がテ
ー マ にな+ りえる こ の 小説は ｢ ｢都会の聾+ 17で 組織される こ とになる象徴
と書く技術に つ い て の初 めて の研究+ (p･ 50) とな っ て い ると見なした上､
プ レの 初期作品に特徴的な神話的 ｡ ｢寓意的+ (p. 4 4) な登場人物をそ こ
に見 つ つ も ､ ジ ョ ズ エ が プ レ作品全体を通じて表れる重要な ｢漂泊者+ ｢反
抗的人間+ 型性格で ある こ とを挙げて ､ プレ文学の 登場人物 の特徴の 一 貫性
を強調する こ とで ､ こ の 小説で は登場人物の特徴の変遷と 一 貫性の 両方が見
られると指摘する｡
一 方 ､ こ の 小説はプ レ文学 の文章作法の発展を印付けるも の と見な
すo 文章の 晦渋さ ･ 奇矯 さが､ 内容 を伝えるとともに ｢詩的な読み方の リズ
ム+ (p･ 45) を与 え､ 小説を観念的 ･ 象徴的にする､ と語り と語られ る内
容の不即不離の 関係を肯定的に指摘し､ 内容と文章作法の双方がプ レ文学全
体 の テ ー マ と連関して い る こ と を示す. こ の ような認識から､ 小説の暗さ 臥
物語られる登場人物の不運の せ い だけで 杖なく､ 情景描写と多義的で唆味な
黒とい う語 の多用188=も よる と判断し､ 語り の 形式の不統 一 臥 ラ ヴ ェ ル の
ボ レ ロ との比較19か ら､ 密屈 した内容の表れ である と肯定的に考える｡
17M arie-ClaireB LAIS
,
"
Le g ourd dam sla vile,,
,
stanki, M o ntreal, 19 79.
18黒とい う語に 関して ､ ｢ブル トンの旗の翻 るあらゆる磁場を 『リ ュ シ フ エ ー ル的な』 魅
力 に比べ て 負の方向に偏らせ る 一 語､ キ ー ワ ー ド､ 強い言葉+(JulienGRA CQ, An,h･e
Breto n･ Coti
,
1948,p3 9･) である というグラ ックの理解から着想を得､ ｢黒は､ プレにお
い てはキ ー ワ ー ド､ 強力な言葉で あり､ すで にア ンドレ ･ ブル トンにおい ては魔法の言
葉+(4 8ペ ー ジ) で ある､ とプ レの シ ュ ー ル レアリス ト的な側面を指摘する .
19 ト 人の主人公 にテ クス トを統 一 する こ とが拒まれて い るこ とは強調しなければなら
ない o それどころか､ 私たちは､ 悲劇的宿斜こ迫られた二 組のカ ッ プル ､ その子 どもも
同じ宿命を経験する こ とになる ､ を追うこ とになる ｡ 時間順展開のなかで 時は､ ラ ヴ ェ
ル がボレロ で用 いたシ ンフ ォ ニ ー の構成に比較で きる構成の中で全く同じ図の繰り返し
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グリ ー ンは ､ プレ全作品で構成される宇宙を示す ｡ ｢昼 は暗闇+
を扱う場合で も､ 尊名 ｢恋人達の不運 : ｢昼 は暗闇+ ､ ｢聖な る衆人+ ､ ｢反
抗的女性+ そ して ｢狼+ +に表れて い るよう に､ 他作品 と共通するテ ー マ の
l
あ る 一 つ の独立 した作品と して論じ､ さらにはテ ー マ の 時間的な変化をも指
摘して い る ｡ こ の論によると､ 当時の プレ の 小説世界杖温かみ と安楽の ない
人間関係から構成され､ ｢昼披暗闇+ で は形式と内容の双方が個人の孤独と
い うテ ー マ を表現 して い るが ､ そ の 不幸な関係の解決杜七 ○年代後半の作品
に表れるい たわり合 い に基づく人間関係の創立で ある｡
ラ マ ル シ ュ は ｢マ リ - ク レ ー ル ･ プレの疎外の テ ー マ + で ､ 当時
まで の プ レ作品を疎外とい うキ ー ワ ー ドで 読み解く. 彼は疎外を扱 っ た他の
現代芸術作品の解釈方法を参考に､ プ レは完全に現代文学の作家､ そ の 作品
は疎外を主題に した現代文学の 一 つ で あると論 じる. そ の理 由に ､ 形式にお
い て は疎外が主題で あ る映画との相似､ 内容にお い て は疎外 の定義と小説中
の言葉 の 類似､ 疎外を主題にした他文学と特徴が共通するこ と (夢 の多様な
使用､ 時の 欠落､ 場所の欠落､ 現代の 熱狂に対する不適応､ 死による解決)
を挙げる｡
と二 つ の家系の平行した生成によ っ て 本を秩序立て る ｡
さて ､ 読者にとっ て は､ ボレロ とは違っ た風 に話は進む｡ 累積的な効果はない o 反対
に ､ テ クス トは､ 第二 世代がほんの少ししか描出されず多分あまりにも理論的なので ､
少 しずつ そのイ ンパ クトを失 っ て ゆく｡+(5 0ペ ー ジ)
こ の研究は､ ｢聖なる旅人+ のモ ー ツア ルトの作品との 比較研究 (Jen niferST RA CfI A N,
Ma ,L
･
e -ClaireBZais etWoljTga ngAm adeu sMoz a rt.itude co mpariedes structure s 且arrativ esde
Les v oyage u rs s a crisde M arie-ClaireBlais etdes stru cturesm u sicaledu qu atr o zi血 e c on c
erto匹 ･
449)deW olfgang Amade usM ozart･ M 6m oir eprise nt6pou rl
'
obter[tio n血 gr adede m al
^
tr e由
a rts(M .A.).Univ ersitiLav al, 198･) に先立っ て い るo
グリ ー ンは､ さらに､ 出来事などの繰り返しが､ ロ ー ラ ンが指摘 したような第
一 世代と
- 85-
プ レ を主患に しな い ｢昼 は暗闇+ 読解
で は ､ プ レを主題に しな い 論 に移る｡ こ の ｢暗い+ 小説をケ ベ ッ ク
独自の 思考の あ らわれ と して ケ ベ ッ ク文学史に組み 込む ジ ル ･ マ ル コ ツ トの
試み (｢肱牽 の経験+ 20(六三年) と ｢ケ ベ ツ･ク文学における普遍の ｢神話+ +
2 1(八五年) )と､ 女流ケ ベ ッ ク人作家の当時の女性たちの現実を反映 した
作品として その女性の 登場人物を論じる 二評論､ そ して最後に ､ こ の 小説を
作者から独立させ ､ その 神話的､ 象徴的側面から全体を読解す る論考をとり
あげる｡
マ ル コ ツ トは､ 出版時の 印象22を発展さ せ ､ ケ ベ ッ ク文学 に特徴的な
文学作品として扱う ｡ 彼 は ｢肱牽の経験+ で ､ ｢空間に お け
.
る平衡感覚が失
われる こ と､ 精神的混乱+ (p.2 3 3) で ある弦畢を フ ラ ンス 系カナダ文学
23
の 特徴 の 一 つ と考え､ プ レは ｢激 しくそれを体験し＋引き起 こ し､ 極限ま
で推し進める+ (p. 2 39)作家の好例､ ｢昼杜暗闇+ は そ の作品の典型と
解釈され る ｡ 登場人物たちは ｢心 の 申の最も過激な舷牽の引力 しか働かな い ､
夢の 抽象的な場に住+ (p. 2 39 - 2 40) み ､ ｢生 は ､ 支点の ない ､ 平衡
第二 世代の聞のみならず､ 第 一 世代の 年代間で も見 られ ると主張する. (4 2ぺ - ジ)
20Gille sMAR COT T E,
"
L
･
e xpen e n c edu v ertiged am slalittiratureqtlib6c ois e
”
, dam sEcritsdu
′
′ ●
Ca n adbfra nfa L
'
s1 6(1 963),p. 22 9-24 6.
2 1Gile sM A RC OT T E,
" Lemythedel
'
u niv ers eldam slalittiraturequ6b6c oise
''
,
dam sRe Ⅶ ede
∫'u n L
'
ve r sitid'Otta w av ol. 55, no . 2(1985),p.9 -19.
2 2La Pr esse,1 0 f旨Ⅶier1962, Arts etlettr es, p.8. を参照 ｡
23
一 九六 ○年代まで ケ ベ ッ ク文学と呼ぶ習慣はなくフ ラ ンス系カナ ダ文学と呼ばれて い
た｡
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の とれな い ､ 希望の ない ､ 永久回転に なる｡ 弦畢は存在方法にさえなる｡ +
(p.240 - 24 1)
十年以上後 の論文 ｢ケ ベ ッ ク文学にお ける普遍の ｢神話+ + で は､
l
ケ ベ ッ ク文学はその多くが フ ラ ンス 文学を意識的に模倣する 一 方､ ほとん ど
が無意識的に宗教 (キリス ト教) 的文章に通 じて い ると観察する｡ そ して ､
こ の 文学 における普遍の神話は必然的に宗教色を帯び､ 繰り返 され る人間の
敗北 の物語となると主張し､ こ の ような宗教性は､ 六○年以降のケ ベ ッ ク の
急激な脱キリス ト教化の後も文学に残存したと強調する｡ その 一 例として ｢昼
は暗闇+ を含むプ レ の作品は扱われて い る｡
｢昼 は暗闇+ 出版 の 翌年に発表されたア ン ドレ ･ ル ノ ー の ｢幾 つ か
の ケ ベ ッ ク小説における女性 の 登場人物+ 24とス ザ ン ヌ ･ パ ラデ イ の 『創作
され た女性､ 現実の 女性』 25の 中の 一 章 ｢マ リ - ク レ ー ル ｡ プレ+ の ｢ヤ ン
ス+ はケ ベ ッ ク文学研究の枠内で ｢昼は暗闇+ の 女性の登場人物を扱 っ た論
で ある｡ こ れらの 評論で は､ こ の小説が 一 九六○年代ケ ベ ッ クで の ､ 女性の
地位向上 ･ 社会参加 の始まりを反映 して い ると考えて ､ ヤ ンス をとりあ げて
い る ｡
ル ノ ー は ､ 優秀な女流作家の増加は女性に よる文学 へ の 責献の増
加 を意味 し､ 恋愛小説数の増加は､ ケ ベ ッ ク にお い て 恋愛が個人を家庭に結
び つ ける蜘から逃避や解放を求める手段に変化した表れで あり､ 恋愛小説 の
24
An dri R E NAU D
,
"
LegPers on n ages托minin sdam squ elqu esrom an squ6b6c ois
乃
,
dam sLe
ro m a n c a m adie nfra nfais. Ed. Patl Wyczyn ski. 3r
d
ed. Aichiv esdeslettres c an adierLn eS3･
M o ntreal:Fides,1 977. 183-196.
25su z an n eP A RADIS,Fe m m ejfctiv eJe m m e f･ielZe;leperso n agejh inL
-
” da m sLe ro m a nfEm L
'
nin
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特徴 (恋人たちの成熟拒否､ 投げ遣りな恋愛､ 恋愛生活の殻綻) 披ケ ベ ッ ク
女性の地位 ･ 意識の 向上と現実との か ん格から生 じて い ると解釈する｡ こ の
例となる恋愛小説の女性の 登場人物 の 一 人 が ｢昼 は暗闇+ の ヤ ン ス で ある ｡
こ の 小説は途中まで は ル ノ ー の 解釈通りで あるが ､ ジ ョ ズ ェ との再会 へ と向
かう後半披 こ の典型から外れ て い るようで ある. パ ラデ イ の ｢ヤ ン ス+ も 小
説全体を読解 せず､ 前述 の ル ノ ー の 観察を無批判に受け入れ､ ｢そ して フ ラ
ン ス 系カナダの恋人たち の惨めな物語そ の もの が ､ 再び､ - 篇 の 小説の犠牲
にな る+ (p. 1 90 - 1 9 1) と結んで い る ｡
一 方､ ジ エ ラ ー ル ･ ル ブ ラ ン の ｢マ リ - ク レ ー ル ･ プ レの ｢昼 は
暗闇+ における神話的世界+ 26は ､ マ ル コ ツ トや ラ マ ル シ 1
.
の 論 とは対照的
に､ ケ ベ ッ クの 社会事情を考慮 せずこ の 小説にキリス ト教以前から の神話を
見､ 女性に着目した論とは違 い ､ こ の 小説全体 の読解を試みる ｡ 彼は､ プ レ
の 小説が記号と象徴により神話的世界を再構成する試み で はな い かと推測す
る｡ とくに､ ｢昼は暗闇+ はその構造と内容によ っ て ､ 永劫回帰の神話と関
係 して い る と考える｡
永劫回帰における堕落の神話は､ ル ブラ ン に よる と､ ｢昼 は暗闇+
で の あ らゆる繰り返 しの物語に見られる｡ 同じ行為を繰り返す こ とで 登場人
物たちは時の流れを拒むが ､ それに失敗 したとき､ 悔恨と罪悪感を抱き､ 自
らの死や生け勢によ っ て 全て をや り直そうとする｡ ル ブラ ン は､ この 論法で ､
ca n adien-fra nfais(1884-19 6 6).Quebe c:Gar n ea u,1 96 6.
2 6GirardL E B LA N C
,
”
L
'
u niv ers mythiqu edu Jo u r e st Noirde M arie -Claire Blais
乃
,dam sLa
Rev ue deL
'
Unive rsite de Mo n cto n
,
v ol. 8
,
n o,2(m ai 1 975), p.17･22. こ の記事は､ 同著者によ
る修士論文 Them e s, stru ctu re etsignljic atL
.
O nda n sle Jo u r e stNo J
'
r de Ma n
'
e - ClaireB]aL
.
S の第
- 88-
ラ フ ア ニ ル の 息子 の 受難､ 幼時の ラ フ ア エ ルの 友達の受草､ ラ フ ア エ ル の 生
勢として の死 な どを説明す る 一 方 ､ ジ ョ ズ ェ とヤ ン ス の 別離から再会まで の
過程 に通過儀礼の神話を見 る. 再会 の約束､ 犠牲 (ニ コ ラの 死 ､ ロ クサ ー ヌ
l
の 遺棄) ､ 悪の 存在 (破廉恥な都会) ､ 勝利前の最後の儀礼的試練(ジ ョ ズ
ェ はジ ュ ヌ ヴイ エ - ヴの魅力と､ ヤ ン ス 辻公園の若者たちと戦う) は､ す べ
て その 段階と見なす｡ そ して ､ こ の解釈に よ っ て ､ ｢昼 披暗闇+ 辻､ 人間に
つ い て の 近代的概念 ｢歴史的存在+ の拒否､ 歴史 の 拒否を説明 して い ると考
える｡
お わりに
以上､ ｢昼 は暗闇+ に つ い て の 批評をいく つ か概観した｡ こ の よう
な様々な読解の 可能性から､ こ の 小説をはじめとするプ レ作品の解釈許容範
囲の広さ､ そ して ケ ベ ッ ク文学 ･ 文化 の 当時の広がりが窺えるが､ こ れら の
論は ､ マ ン ネリズム や内容 の暗さや不明瞭さ､ 登場人物の 区別 し難さ､ 文章
の奇妙さな ど書評で批判の的だ っ た特徴を扱う こ とで成り立 っ て い る o 作着
はケ ベ ッ クの 特殊性すら包含する普遍を目指 して い たようであるが､ 評者は
同時代の文学やプ レの他の作品と比較対照し､ 文学史や普遍的思考方法､ 同
時代の 思潮を参照し､ 映画や音楽な どの他芸術 の知識も読解の道具に して ､
こ の作品の文化的立脚点を問題に し､ ケベ ック文化 の枠を論じもするo
これ らの論を統合 して い くと､ 一 見対立 して い る論が実披相補 して
い る こ とに気がつ く｡ ケ ベ ッ ク文学の特殊性(例えば､ マ ル コ ツ トの い う ｢肱
三部二 単にあたる｡
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牽+ や ｢神話+) ､ ラ マ ル シ ュ 甲国際的な ｢疎外+ とル ブラ ンの 普遍的な ｢神
請+ は絡み合 い つ つ ､ フ ァ ビの 強調 したプレ の 不幸な子供たちの世界やグリ
ー ン の主張するプ レの 小説世界の当時の状況を説明する｡
形式に つ い て は ､ ｢弦牽+ で 示 され る こ の 小説に表れたケ ベ ッ ク文
学らしさは､ ロ ー ラ ン に よるラ ヴ ェ ル ｢ボ レ ロ+ との 比較によ っ て ､ ヨ ー ロ
ッ パ の他 の 芸術 ･ 文学との 比較にお い て さ らに際だつ こ とが明示される｡
しか しなが ら､ 登場人物につ い て は､ 女性の 登場人物と当時 の ケ ベ
ッ ク女性の対象研究が不完全で あ っ た こ とか らも わかる よう に､ 現実の単純
な反映や分析と8j:考えられな い . こ の 間題を考える場合に 重要だと思われる
の が､ 今まで の評論で軽視されがちで あ っ た他の文学作品や他の文学作品の
登場人物との 比較で ある｡ こ の 小説の構成は､ プ ロ ロ ー グで は ｢明るい 昼+
｢暗い夜+ で あ っ たの が ､ 徐々に ｢暗い 昼+ ｢まばゆ い 夜+ となり､ ヤ ン ス
と ジョ ズ ェ の みが エ ピ ロ ー グで 再び ｢暗い 夜+ を取り戻す､ と いうもの で あ
り､ 各登場人物がそれに つ い て 自分の 立場をどう決定するかが こ の 小説で描
かれる彼らの 人生 で あ ると い う基本的な認識下､ カ ッ プル の 片方 が必ず芸術
家で あると い うこ とが こ こ で 披問題になる｡ 前者に関して ､ ク リス トフ ァ ー
と､ ロ ク サ ー ヌ の 子 だ けがまだ自分の 立場を認識せず､ 従 っ て 自分の生 き方
を決定して い な い ｡ 後者 に つ い は ､ 当時マ リ - ク レ ー ル ･ プレが自作の読解
にはジ ェ イ ン ･ エ ア と エ ドガ - ･ ア ラ ン ･ ポ ー を読んで い る べ きで あ ると発
言したこ と27から ､ 暗 い 生活をした作家から生まれた文学作品を彼女が評価
27
Je an0'N EI L
,
n
Qu elestle m eille urle cte urde M arie-ClaireBlais?
”
,dam sLa Pre sse,(13
ja Ⅱvier1962), p息 ｢誰がマ リ = ク レ ー ル ･ プレの最良の読者?+
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して い る こ とを思 い起 こ す べ きで あろう｡ 登場人物のうち､ 執筆して い たの
はジ ョ ズ ェ とジ ュ ヌ ヴイ エ ー ヴだけで あるが､ 二 人の 影響を受けたロ クサ ー
ヌ (ロ クサ ー ヌ は叔母ジ ュ ヌ ヴイ エ - ヴに育て られ ､ 父の執筆を知 っ て おり､
I
父 の 資質を受け継い で い る) と彼女の 子 ､ それ からポ ー と同じく､ 夫と離別
した女優 の 子で あ るクリス トフ ァ ー 披､ こ の 暗い 物語の 語 らない未来に何ら
かの 反応､ たぶんそれはこ の 暗黒 の物語を昇華 した作品 の執筆で あろう､ を
示 すかも しれ ない こ とが予想され る｡ こ の ように考えて い くと､ 常に部分的
に しか成功 して こ なか っ た､ 最大 の 困難であ っ た登場人物たち の解釈を包括
的に行える可能性が見えて くる｡
付錬 あ らすじ
プ ロ ロ ー グは､ 十代前半のヤ ン ス とラ フ ア エ ル の 兄妹 ､ マ リ - ク リ
ス テ ィ ー ヌ ､ 海辺 から都会に越 して き たばかりの ジョ ズ ェ が､ 夏 の 午後､ サ
ク ラ ン ボ摘みを しつ つ 遊んで い る光景から始まるが､ ヤ ン ス たちの 両親の自
殺 に つ い て の 言及､ ラフ ア エ ル の マ リ - クリス テ ィ ー ラ=こ対する横暴 ､ ヤ ン
ス とジ ョ ズ ェ の すれ違い ､ ヤ ン スたちの 姉ジ ュ ヌ ヴイ エ ー ヴの 上 の 空な様子
や ラ フ ア エ ル の退学と旅立ちなどから､ これ から始まる不幸を予想させ るo
数年後､ 第 一 部で ､ ジ ョ ズ エ とヤ ンス 杖恋人同士である. ラ フ ア エ ルが帰 っ
てくる. ヤ ン ス たちの弟 ニ コ ラが病死し､ ジ ュ ヌ ヴイ エ
ー ヴは発狂 して ゆくo
ジ ョ ズ エ とヤ ン ス は結婚し､ 娘ロ クサ ー ヌ が生 まれるが ､ 姉とジ ョ ズ エ の 関
係を疑うヤ ンス は夫の惟件ぶりを見､ すれ違い を意識するようになるo ヤ ン
ス とジ ョ ズ エ 娃ジ ョ ズ エ の故郷 ｢イル ･ ノ ワ ー ル+ (｢黒い 島+) に出かけ
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るが､ 第 二 部で ､ 島で の 生活は破綻して い く｡ 第 三部で ､ ジョ ズ ェ とヤ ンス
は真夜中に別離する｡ 同時刻にラ フ ア ニ ル は マ リ - クリ ス テ ィ ー ヌ に従 い ､
出国する決心をする ｡ 第四部で ､ ジ ュ ヌ ヴイ エ ー ヴに育て られ た ロ クサ ー ヌ
と夫ジ ェ シ ー の 生酒が破綻 して い き､ ジ ェ シ ー は冬の 午後に森で首吊り自殺
するo 第五部で は ､ ラ フ ア エ ル が マ リ - ク リス テ ィ ー ヌ と決別 し､ 帰国途上
で凍死する｡ 息子ク リス トフ ァ ー は､ 以前自分を苛めた年長の子供に橋の 上
で再び暴行を受け､ 死 を実感する｡ ｢帰還+ と題された章で は､ まずヤ ン ス
が姉の家に戻るが再び出奔する｡ 次にジ ョ ズ ェ が戻 り､ ジュ ヌ ヴイ エ ー ヴと
暮 らすが ､ ある朝､ 出て行く決心を し､ 戻 っ て きた ロ クサ ー ヌ と ､ 実娘と気
づ かぬま ますれ違 い で 出て い く｡ ヤ ン ス とジ ョ ズ ェ 臥 エ ビ
.
ロ ー グで ､ 名の
な い 場所で真夜中に再会 した こ とが会話の みで 示され る｡
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ケ ベ ッ ク 人作家の パ リ経験 :
マ リ - ク レ ー ル ｡ プ レ】覗a r量e_C畳盈ir eB旦盟主s
｢とあるパ リ的関係 町n e姐aiso汲 Pa risie 弧ne+ の
マ テ ュ ウ ｡ )レリ エ ー ヴル M免地主e u乱e畳壷v F eの 場合
古川和美
｢とあるパ リ的関係+ は 一 九七五年に出版されたマ リ - ク レ ー ル ･ プ レの
小説で ある. フ ラ ンス に渡 っ た若い ケ ベ ック人 マ テ ュ ウ ･ ル リ エ ー ヴル の パ
リ生活を､ 一 三 ○ ペ ー ジは どもある第 一 部で はダル ジ ャ ンチ夫人との関係を
中心に被局まで ､ 三五 ペ ー ジ ほどの第二部で はその後帰国するまで ､ 措い て
い る ｡ メ アリ ･ メイ グス Mary Meigs の ｢メ ドゥ ー サ の 頭 The Medu s a
'
s He ad+
によると､ こ の小説は現実にあ っ た出来事に触発されて書かれて い る らしい
が､ 出来事をその まま引用 して い な い の で ､ 登場人物にモ デル の面影が見ら
れるが､ 出来事自体をこ の 小説から知る こ とはで きな い ようで ある｡
出版当時の反響は ､ 出版 ･ 校正に関 して素人の作家が共同して設立した出
版社の ケ - ンズ quin z eか ら出版されたとい う事情と､ ケ ベ ッ ク人の フ ラ ン
ス体験があまりにも素朴に書かれて い るとい う評価から､ あまり芳しくな い o
現在まで に表れた批評は､ ケ ベ ッ ク ･ フ ラ ン ス 間関係や フ ラ ンス ･ 元植民地
の 関係の反映を登場人物の 人間関係に見るもの や､ この 小説を若い マ チ ュ ウ
の修行 ･ 成長の 物語と解釈するもの がある｡
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わたしは ､ 小説家 - と転身を図ると い えるほ ど､ マ チ ュ ウが マ イ ナ ー とは
い え､ ケ ベ ッ クで すで に詩人として 文学界で名を知られ て い た事､ フ ラ ンス
へ は奨学金 で ､ 小説を出版す る予定 で行 っ た事と い う 二 点を考慮に入れ ､ こ
の 小説の物語をケ ベ ッ ク とフ ラ ンス を体験したケ ベ ッ クの (若 い)作家の物
語と見なす｡ こ の よう な観点にお い て ､ 浅薄で純朴な青年と解釈されがちな
マ テ ュ ウを内面と外面にお い て 矛盾を学んだ作家として解釈しうる｡ 彼が作
家として い かなる経験をし､ 執筆活動に つ い て 何 を思う ようにな り､ つ い に
は どの ような観点で 小説の題材を選 びだ したの か､ 自己 に対する認識の深化
を観察し つ つ ､ 考察した い ｡
しか しなが ら､ メイ グス も指摘するように､ マ チ エ ウが ､ 羊の経験を通じ
て内面的に変身したと い えない ｡ 小説の進展にそ っ て ､ さまざま な心理状態
に陥るが ､ それ らもすべ て 未来に善かれるであろう小説の材料となり､ 結局
は作家として の 初志をさらに深めて貫徹し､ パ リ に行く前からの作家として
の自己を肯定しつ づ ける ことに変わりはな い ｡
ケ ベ ッ ク で の マ チ ュ ウの 交際範囲は狭く､ フ ラ ンス 文学崇拝に よ っ て ､ 都
市部 (モ ン トリオ ー ル で あ ろう) を中心にした文学界の若年層の なかで も少
数派に属して い る｡ ケ ベ ッ ク の文学界は､ 全体的に政治化され ､ ケ ベ ッ ク文
学で はなくケ ベ ッ ク社会中心主義で ､ ケ ベ ッ ク を強く意識した地域主義を樗
模するの が当然の ようにな っ て い る . 若手作家たちは ､ 文学 一 辺倒で はなく､
革命的行動を強く指向して い る｡ かれ らの作品､ そして ､ かれ ら の 革命的傾
向は具体的に述 べ られな い が､ これ こそが重要であるように思われる｡ かれ
らは執筆と い う活動によ っ て で はなく､ 多分 ､ 作家で あ ると い う自己規定に
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より作家なの で あり､ その ような資格で執筆で はな く､ 社会の改革にの り出
そうとして い るの で あ る ｡ こ の ような自己認識は､ 作品制作す るこ とよわも
作家で ある こ とが､ マ テ ュ ウ の 意識に何度も上る こ とからも マ チ エ ウにも当
l
て はまると い える｡
こ の ようなケ ベ ッ ク中心主義者はい るもの の 『穴』 で あ る 『地底国』 ケ ベ
ッ ク が具体的に措かれて い ない こ とを､ こ の 小説を考察する際に現実の ケ ベ
ッ ク を考慮 しなけれ ばな らな い 理由にす るの は ､ これ を実行 した評論がほぼ
全て こ の 小説を現実に忠実で な い 失欺作と判断する にい た る ことから､ 早計
に過ぎ るように思われる. む しろ､ こ の 小説の ケ ベ ッ ク に関す るテ ー マ は ､
マ チ ュ ウをは じめとする作家たちによるケべ ヅ クを内面化する こ との失敗を
基礎にして い るの で あろう｡ そ して ､ こ の 小説の最後に､ マ チ エ ウが執筆を
決意する小説は､ ケ ベ ッ ク人の フ ラ ン ス 人との 関係を忠実に描き出すこ とで ､
作家の内面にあるケ ベ ッ クを明 らか にするように思われ るo
ケ ベ ッ ク に い たときの マ テ ュ ウは､ 観察と執筆の 両立をうたい なが らも ､
あくまでも フ ラ ンス 文学に傾倒し､ それ以外の何物にも心 引かれない と公言
して はばか らない ｡ そ して ､ 彼を取り巻く人々 も彼の フ ラ ン ス文学崇祥を非
難する こ とで強調する. パ リ滞在中に彼が受け取る評にも 『マ チ エ ウ
･ )レリ
ェ - ヴル はウチ の作家ではな い o あれはフ ラ ン ス の作家だ.』(六 四ペ
ー ジ)
と い うもの が見られ る｡ こ の ような彼が唯 一 の 同朋 と信じて い た ､ 五才 しか
年長で しかない が､ 既に 『成熟』 期に達して い る 『ダ ンデ ィ』 の ピ エ
- ル =
ア ンリ ･ ラ ジ ュ ネス も､ 渡仏するまで はマ チ エ ウと同 じフ ラ ン ス 文学崇拝者
で あ っ たが､ フ ラ ンス 滞在を経て ､ マ チ エ ウの フ ラ ンス 滞在で不在の闇に､
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革命的思想を持つ に至 る o そ して まず ､ 自分の外見を変える｡ 彼の 不満 ｡ 欲
求 ･ 希望 は不明である が､ 彼が遺産を相続した有閑階級出身の作家であり ､
フ ラ ンス で 大盤振舞い した結果 ､ 経済的に困窮し (十 ペ ー ジ)､ その の ち全
財産を失う事にな っ た とい う言及 (- 七 四ペ ー ジ) と ､ フ ラ ンス 社交界に出
入りして い る 一 人の 女性作家､ イ ヴォ ン ヌ ･ ダル ジ ャ ンチ (ダル ジ ャ ンチ夫
人)の浪費癖にの み着目し､ その 『社交界に出入りする者に特有の 弱点』(-
七 四 ペ ー ジ) を肯う事を拒み ､ 革命的活動に自己放耕する決意をかためたと
いう告白から､ 経済的 ｡ 物質的困窮が､ 芸術至上的だ っ たそれ まで の私生活
を続ける の を困難にし､ つ い には彼を ｢革命的に+ したと考えられる｡ 豊か
な生活が芸術至上 を支え ､ 貧 しい 生活が革命的活動の原動力であ ると い う見
解､ つ ま り､ 思想の 現実 へ の 従属の肯定と紋切り型の 連想が見られる ｡ ラ ジ
ュ ネス が､ この ような経緯で ､ 多数派の革命支持者たちの仲間に加わ る こ と
から､ 形だけで内容の な い 革命主義者たちも同様に､ こ の 作品で は物質的困
窮から反抗に向か っ て い るだけで ､ かれ らの 革命思想な どが詳述され得な い
の で はな い かと思 わせ るo (ちな み に､ プレは ､ 収入 がな い ま ま執筆を続け
る困難を､ こ の 小説の 舞台とな っ た時期 の 少 し前のイ ン タ ヴ ュ ー で 語 っ て い
る ｡)
マ チ ュ ウは こ の ような先達の経験を半ば追体験して ゆくような形で パ リ生
活をする こ とになる｡ そ して ､ パ リからの帰国時に､ かれ らとは異なる選択､
つ ま り執筆する こ と､ を選ぶ こ とで ､ ケ ベ ッ クの他作家と自分を差異化し､
実生活の快適さより文学 へ の責献という当初の理想を貫ぬく ことで ､ 作家と
して の自己を過去から 一 貫して肯定する こ とになるo
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マ テ ュ ウは､ フ ラ ンス に ケ ベ ッ ク とは逆で ある こ とを期待するが､ こ の 国
もま た､ 文学を生産したが ､ 文学から生 まれた の で はない こ とが明 らかに な
る ｡ パ リに到着して しばらくの 問､ マ チ ュ ウはケ ベ ッ ク に い たとき と同じで
l
はない ｡ ケ ベ ッ クで は､ フ ラ ン ス 文学至上主義を主張しながらも､ カナダ の
芸術審議会の奨学金を得 て い る こ とから､ 主義 ･ 思想と実生活の 間の 均衡を
保 っ て い た こ とがわかるが ､ パ リで はそ の バ ラ ンス 感覚を失う｡ ケ ベ ッ クで
は自分は本当に生き て い な い と言明し､ パ リで は自分の 理想的な生き方が実
現されえる と信 じ､ 自分を恋愛小説の主人公かつ 冷徹な観察眼を持つ 作家で
ある と考える｡ 具体的に は ､ 経済観念を喪失し､ 金 に糸目を付けず､ 物語に
描かれるような生活を送り ､ ｢ル ･ グラ ン ･ モ ー ヌ+ の ヒ ロ イ ン (イヴォ ン
ヌ ･ . ドゥ - ガレ)と同 じ名を持つ と文学好きは気づ くが ､
一 般的に はダル ジ
ャ ンチ とい う名字に含まれたア ル ジ ャ ン (｢金銭+ の 意) の文字が目立 つ ダ
ル ジ ャ ン チ夫人 に貢ぎ､ 経済的に逼迫した状態に陥る｡
パ リ の 文学界も､ ケ ベ ッ ク の それ と同様に､ 偏見 を押しつ け､ マ チ エ ウを
脅かすo パ リの社交界に生きる女性作家の庇護の もとに社交界を見てB]るが ､
ケ ベ ッ ク で の 経歴は消され ､ 遠い雪国ケ ベ ッ ク の作家志望の青年 (小説家に
なる青年) として紹介される こ とに苛立 つ ｡ 小説出版後は､ ケ ベ ッ ク出身の
フ ラ ンス で 出版活動を行う作家として扱われ る｡ この地位の変化が フ ラ ンス
の 文芸批評家たちの フ ラ ンス で出版活動を行うケ ベ ッ ク出身者に対する偏見
を明らかにし､ 彼に 自己規定 の機会を与える｡ ケ ベ ッ ク出身の作家の役目は
作品によ っ て ケ ベ ッ ク らしさ を表現する こ とにあるとい う こ の 固定観念は､
ケ ベ ッ クの文学界の 主流的思潮と内容の面で は似て い るが ､ その真に隠れた
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イデオ ロ ギ ー 的意味合い は異な っ て い る ｡ ダル ジ ャ ンチ夫人が繰り返し言う
ように ､ ケ ベ ッ ク とフ ラ ン ス は歴史的にも地理的にも隔たりの ある経験を経
て おり､ ケ ベ ッ ク人作家は どんなに フ ラ ン ス ･ フ ラ ン ス 文学を愛 そ うともフ
ラ ンス にお い て 永久に異邦人なの であり､ 興味を持つ こ とはあ っ て も フ ラ ン
ス を理解する こ とはない だろう し､ 一 方フ ラ ンス 文学にはケ ベ ッ ク にわ ざわ
ざ関心を持 つ 必要は全くなく､ フ ラ ン ス 文学はケ ベ ッ ク文学に旅行案内杓な
役割以上は求めない と い う ､ 元植民 地 に対する軽薦に似た差別意識である｡
こ の ような考えがあるフ ラ ンス で ､ 彼の 小説は ､ 批評から察す る に､ 意図せ
ず して そ の ような意識に違えて い たようで ､ 酷評される｡ 作品内容は全く不
明であるもの の ､ 批評で ル ソ ー の 回想録の名が引き合 い に出されて い る こ と
から､ 一 見自伝的な内容で ､ たぶ んケ ベ ッ クを舞台にした作品でありながら､
そ の内容は読者の期待するケ ベ ッ ク を表現して お らず､ 文体や表現が期待に
添わずあまりケ ベ ッ ク的で はなくて ､ フ ラ ン ス 文学の模倣の ように感じられ
る作品の ようで ある｡ こ の よう な批判に対して ､ マ チ エ ウは ､ 無名作家の第
一 作が自伝的小説で ある こ とは斬新で ､ 悪 い 作品と評される の も意義があ る
と感じつ つ も､ ケ ベ ッ クで 主流から 『裏切り者』 と断罪されたが ､ パ リでも
そうである ことに気づ か ざる をえなく なる｡
マ テ ュ ウは ､ 自分 と文学界との 関係から自分の文学界で の公的な立地点を
この ようにして探る こ とになるが､ 同時に､ 裏切り者で は な い パ リ の作家た
ちを観察しながら､ 自分 が私 生活にお い て 現実と芸術の間に い か に折り合い
を つ けるかを意識的に考えざるをえなくなる｡ 彼は ､ パ リ にお い て ダル ジ ャ
ンチ夫人とコ ロ ン ブ夫人という 二 人 の 女性作家に出会う｡ 私生活にお い て ､
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二 人 とも作家で ありながら､ 執筆 して い るこ とをあまり意識させ ない 点で は
共通して い るが､ 作品と作家の 関係に つ い て ､ 二 人は対照的である｡
マ テ ュ ウが愛人とな っ たダル ジ ャ ンチ夫人は､ 論理 ･ 倫理を考慮に入れた
l
現実的 ･ 具体的理由ではなく ､ 世間 一 般に認められて い るイメ ー ジや常識の′
なかで他者や商品を評価 し､ 自分 の 生き方 を選択 しようとし､ 実生活にお い
て矛盾を生む｡ 客観的視点や金銭感覚が欠如し､ 主観とそれから生じた公平
性を欠い た見解､ 不合理なもの ほ しさ と嫉妬と不満足だけが示され ､ 行動は
- 貢性を失い ､ 偽善的にな るo 世間の注目を集め るマ チ エ ウに対 して嫉妬を
隠しきれない にも関わ らず､ マ テ ュ ウの作品の売れ行きが鈍ると､ 自作 の 売
れ行き の 悪さを挙げながら､ 偉大な作家は世に認められな い とい う常套句を
口にする｡ また､ 彼女は小説から作者を理解 しようとする｡ よ っ て ､ ポ ル ノ
作家の 私生活は作品その ま まと信じられ､ フ ラ ン ス文学に傾倒し､ 自分 に従
属 ･ 依存 して い る異邦人作家マ チ エ ウの 執筆とは フ ラ ンス 人作家で ある自分
の作品を盗作する こ とと考えられる ｡ 話題に上 るイ ン ドにつ い て ､ 飢餓とい
う言葉を聞けば救援に､ 問題と聞けば原爆投下に賛成して しまうo 自分を利
用 ･ 支配する立場の 人間からの高価な贈り物や奉仕は､ 賄賂
･ 寵絡の手段と
して しか考えられな い ｡ 自分自身に対して は､ 純文学作家であると自負 し､
家庭で の従属的な母の役割や男性に対するおんなの劣等的な立場を拒否する
ため､ そ して ､ その拒否を小説で 公に した故に､ 子供 を愛 して い るにもかか
わらずそれを実生活におい て否定し続けなければならなくなるo
一 方､ ポ ピ ュ ラ ー なポル ノ作家の コ ロ ンブ夫人は､ ダル ジャ ンチ夫人とは
逆である｡ 作家として の自分と有閑階級に属する私人と して の自分をわけて
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い る彼女の執筆す る作品は､ おそ らく彼女の私生活とは無関係で あろう｡ 彼
女はダル ジ ャ ン チ夫人とつ きあえ るほ どに水準の高い 生活をして い るようで
あるが､ 彼女の 作品は対照的に非常に俗で あり､ 彼女はダル ジ ャ ンチ夫人と
は違 っ て 自作を高く売ろうとする｡
マ チ エ ウは ､ こ の 二 人 との出会い の後直に金銭的に困窮し､ そ こ から小説
の ような非現実的な生活が不可能となり､ ダル ジャ ン チ夫人と破局する の で
はな い か と不安にな る｡ そ して ､ こ の 怖れか ら執筆で きなくなるが ､ こ の不
安を書く こ とで ､ 再び筆を執る こ とに成功する｡ この とき彼は､ ダル ジ ャ ン
チ夫人 の執筆姿勢も コ ロ ン ブ夫人 の執筆姿勢も受け入れな い ｡ 小説で措かれ
るような生酒を私生活で実践する こ とも小説と私生活を切り離す こ とも せず､
フ ラ ン ス 文学的物語を生きる こ とを諦め ､ 彼が抱き続けて い る､ 観察に基づ
き執筆する作家として ､ 私生活を小説に取り入れようとする｡
この後､ マ チ ュ ウは自己と周りの 行動と心理状態に洞察を利か せ は じめ､
ダル ジ ャ ンチ夫人との被局が予想され ､ 小説に対する思 い が つ の り出す｡ そ
して ､ 小説 ｢とあるパ リ的関係+ の なか に ､ マ チ ュ ウの登場しな い シ ー ンが､
それ ぞれテ ー マ を持 っ た物語の ように頻出 し始める｡ これ らの場面と マ チ エ
ウの 体験記に共通するテ ー マ は､ 差別意識や永久に癒されない欲求不満､ 自
分の満足を脅かしかねない他者に対する不寛容などである｡ これ らは プレ作
品全体の テ ー マ で もある｡
ダル ジ ャ ンチ夫人と別れた後､ マ チ エ ウは ｢彼女の世界+ であ る社交界を
追われ､ 赤貧に陥るが､ 貧しい 人 々や芸術活動が生活と密着して い るボ ヘ ミ
ア ンの 日常生活に､ 親 しみの わく文学性を感じ取る｡ また､ パ リ に田舎から
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上京 して きたリ ュ シ ア ン と い う青年と知り合い に なり､ 憧れ の 地 パ リに上京
して きたとい う点で マ テ ュ ウと共通する彼の わ ざと らしい パ リら しさの模倣
を見た の ち ､ ブルタ - ニ ュ の故郷で ブルタ ー ニ ュ の 生活とリ ュ シ ア ン本来 の
l
自然な姿に心打たれる. また ､ カ フ ェ を経営する世界を旅したジ ャ ン = ル
ー
とミ レイ ユ ､ とくにミ レイ ユ の ､ 各土地の特質を､ よい 点も悪 い 点も認め つ
っ
､ それ らの 土地 すべ て を公平か つ 客観的に見る こ とで ､ 世界を分断しな い
視点に共感 し､ それを高く評価する｡
マ チ ュ ウは ､ ケ ベ ックで は少数派に属し､ パ リで は無名の作家から大衆的
作家にな るの にも芸術至上主義の作家にな るの に も失敗し､ 社交界で物語が
私生活を侵犯 して い る作家ダル ジ ャ ンチ夫人と全くの商業的作家コ ロ ンブ夫
人に会い ､ どち らにもなれ ない ことを感 じ､ ボ ヘ ミ ア ン 的生活に陥るo そ こ
で ､ 彼は私生活と芸術が分離せず共存するような生 の 可能性を感じ､ 執筆が､
今まで の創作や生活の原点で あ っ たフ ラ ンス文学を読むとい う こ と､ つ まり
読書､ によるもの で はなく ､ パ リ行きまで は理想論で しかなか っ た､ 現実を
選ばず観察する こ とにかか っ て い る こ とに気づ くo 職業と して作家業を続け
る意図よりも執筆する快楽を選択し､ ケ ベ ッ クで待 っ て い るラ ジ ュ ネス の よ
うに貧困にお い て は芸術清動は不可能で あると考えず､ 貧困の なかで も､ 読
書によらない 体験で 且 つ 読書に頼れなか っ た体験として の ダル ジ ャ ン チ夫人
との関係を文学作品化する こ とに理想と理想的自己の実現があると希望を見
い だす｡
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粗筋
マ チ ュ ウ ･ ル リ エ ー ヴル は詩人から転向した二十才 の 小説家で ､ カナダ芸術
審議会奨学金 で ケ ベ ッ クか らパ リに来 る｡ 彼は フ ラ ンス 文学崇拝者で ､ ケ ベ
ッ ク の政治思想と文学の癒着に興味がなく ､ 本物の ｢人生+ が パ リ に ある と
信じて い る ｡ 以前パ リに滞在して い た五才年上 の親友 の ピ エ ー ル エ ア ンリ ･
ラ ジ ュ ネス に紹介され ､ パ リで社交界の作家イ ヴォ ンヌ ･ ダル ジ ャ ンチ (ダ
ル ジ ャ ンチ夫人) と懇意に な るが ､ 彼女 の 特異な性格に振り回され ､ 彼女の
家族､ 彼女の友人 の ポル ノ 作家､ ｢彼女の世界+ の 人 を見 る こ とにな る｡ そ
して ､ 夫人 に責(o た め奨学金を使 い 果 た し､ 破局 の不安で陰哲になる 一 方､
執筆時間の 不足 に悩み ､ 自作に対する酷評に傷 つ く｡ 夫人との破局後､ 生活
は困窮するが､ そ の なかで 田舎出身の フ ラ ンス 人 リ ュ シ ア ンの パ リ崇拝と故
郷で の安らぎを､ 市井の 人 々 ･ ボ ヘ ミヤ ン の 質素ながら暖か い 生活を見 て ､
安らぎを覚え､ 地域性に拘泥しな い カ フ ェ の主人 たちに共感す る ｡ 滞在の終
わりに､ ラ ジ ュ ネ ス か ら手紙で ダ ル ジ ェ ンチ夫人 の浪費癖を知りながら､ 彼
女を紹介したと告白され る｡ リ ュ シ ア ンか らは普遍的ともい える が平凡 で悲
劇的な出来事を記した手紙が届 き､ 行き つ けの カ フ ェ の ミ レイ ユ は電話で フ
ラ ン ス が ケ ベ ッ クか らとても離れて い る こ とを否定する｡ 帰りの飛行機で ､
ダル ジ ャ ン チ夫人との経験は未だ善かれ て い な い ｢本の 中で 見るような物
読+ だ っ た と回想し､ その本を閉じれば夫人はある意味で死んだも同然だが ､
作品化によ っ て 彼女を生きかえらせ る事がで きるかもしれな い と考え る｡
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